
一部の市町村では ,「農地付き空き家」の規制緩和に取り組む

国土交通省は「農地付き空き家の手引き」を作成した

総務省によると地域づくりの担い手不足の解決策として「関係人口」が注目されている

①農地付き空き家の運営者はどのように活用を進めているのか
②交流活動参加者が地域の保全活動や経済活動等に関わる可能性があるのか
　を検証するために , 交流活動を行う事例の実態を明らかにすることを目的とする

【空き家】
空き家自体の規制
緩和や補助が中心
個人や法人を対象

【建物】
①４事例で農家民宿が運営さ
     れていることから , 主に宿
     泊業営まれる傾向がある

【農地】
②事例 1~5 で建物と農地の
    距離に関係なく , 所有また
    は借用している農地すべて
    を交流活動に活用していた

③会員制の農地活用がみられ
    たのは , 事例 1,6 でいずれも
    DID 内の最寄駅から 10km
    以内であることがわかった

農地付き空き家に関する支援施策を総合的に把握するため , 各省庁 HPのキーワード入力のサイト内検索
　→2021 年度に継続している国空き家 , 農地の維持・保全に関する支援施策の整理

交流活動を行う農地付き空き家の事例研究を通して以下の５点を
明らかにした。
①空き家では , 宿泊業を営む傾向にある
②建物と農地の距離は関係がない
③DID 内の最寄駅から近い立地では会員制の農地活用
④交流活動参加者が地域住民や農地の耕作に関与している
⑤主に宿泊業や店舗・通信販売が収入源である

A農作業の補助

B農地の耕作を希望

C地域活動へ参加

D交流活動を主催

支援施策の整理を通して , 空き家と農地の支援施策の主な対象が異な
り , 農地付き空き家を活用を検討する個人にとって , 支援施策が分かり
にくくなっていると考える。

交流活動が収穫体験だけでな
く , 竹の伐採や棚田の畔道を
歩くといった地域と関わるプ
ログラムであることが要因で
はないかと考える

竹の伐採

棚田の畦道
を歩く

④事例１では
　交流活動参加経験者が
　地区内で以下の活動を
　行った

６事例のうち事例１のみ交流
活動をきっかけに交流活動参
加者が地域に関わる実態が確
認できた

農地に関する支援施策が農業者への支援であり , 農地の耕作希望者
が確認できた事例１の運営者は収入を得られていなかったことから ,
交流活動を行う者への支援が必要ではないかと考える。

交流活動は地域外の人々が各地に関わるきっかけを創出すると考えられる
しかし , 山崎ら  は人口という定量的な指標だけでなく , 質的な交流の重要性を指摘している

全ての事例において ,
交流活動参加者が農作
物購入や宿泊のリピー
ターになっており , 再
び運営者と関わる実態
が確認できた

事例 2~6 は , 宿泊業や店舗・通信販売での収入を得ているが , 交流活動のみ行う事例１では , 収入を
得られていない。事例１と同様に農業を営んでいない事例４では ,飲食店の営業許可を取得しており ,
COVID-19 の影響で宿泊者が減少したことからピザのテイクアウト販売を始めた

⑤宿泊業や店舗との契約が主な収入源であり , 飲食店の営業許可を取得することで , テイクアウト販売
　や料理の提供を行うことができ , 収入を支えている事例も確認できた

【農地】
農地だけでなく ,
水路や農道など
一体的な整備 ,
ビジネスの補助
が中心
地域が対象

中山間地域では , 空き家や耕作放棄地が増加している一方で移住希望者は「農」のある暮らしを求
めている

しかし , 空き家は国土交通省 , 農地は農林水産省が管轄しており , 活用を検討している者に
とって支援施策が分かりにくいのではないか
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建物と農地を一体的に活用し , 交流活動を行っている事例に着目し , 現地調査やヒアリング調査により ,
　→「活用実態」と「運営体制」を明らかにする

都道府県HPの「移住者の声」の 1971 件のうち , 現在も収穫体験や料理体験などの交流活動が確認で
き , 建物と農地を活用している事例は 8事例あった。その内 , 調査の協力が得られた６事例に 2021 年
10 月から 12 月にかけてヒアリング調査を行った

交流活動に地域と関わるプログラムを含めることで , 交流活動参加者
が , 農地の耕作や地域活動など地域に関わると考えられる。
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表1　2021 年度における国の空き家 , 農地の維持・保全に関する支援施策
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図 1　各事例の運営体制図

図 2　事例 1における交流活動に活用している建物 , 農地の分布図


